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第 章   宇治市子どもの貧困対策推進計画 

 
 

１ 子どもの貧困対策の背景と目的 

子どもの将来がその生まれ育った環境によって左右されることのないよう、貧困の

状況にある子どもが健やかに育成される環境を整備するとともに、教育の機会均等を

図るため、子どもの貧困対策を総合的に推進することを目的に、「子どもの貧困対策の

推進に関する法律」が平成 26 年 1 月より施行されました。同年 8 月には、「子供の

貧困に関する大綱」が策定され、10の基本的な方針、25の子供の貧困に関する指標

とともに、指標の改善に向けた当面の重点施策として【教育の支援】【生活の支援】【保

護者に対する就労の支援】【経済的支援】【子供の貧困に関する調査研究等】【施策の推

進体制等】の 6施策が示されました。 

令和元年 6 月には「子どもの貧困対策の推進に関する法律の一部を改正する法律」

が公布され、子どもの貧困対策は、子どもの「将来」だけでなく「現在」に向けた対

策であること、子どもの貧困対策を「子ども一人一人が夢や希望を持つことができる

ようにするため、子どもの貧困の解消に向けて、児童の権利に関する条約の精神にの

っとり」推進すること等が目的に追加されたほか、基本理念の見直し、子どもの貧困

対策に関する大綱に関する規定の改正、市町村における子どもの貧困対策についての

計画策定について努力義務の明記、個別施策に関する規定の改正等がなされました。 

令和元年８月の子供の貧困対策に関する有識者会議における提言「今後の子供の貧

困対策の在り方について」では、これまで「子供の貧困に関する大綱」に基づき、さ

まざまな取り組みが進んだこと、子供の貧困率を始めとする多くの指標で改善が見ら

れたこと、子供の貧困に対する社会の認知が進んだこと等について評価できる、とさ

れた一方で、なお支援を必要とする子供やその家族が多く存在しており、これまで以

上に効果的な取り組みを進める必要があるとされました。また、今後の子供の貧困対

策を講じるにあたりふまえるべきものとして、①親の妊娠・出産期から子供の社会的

自立までの切れ目ない支援、②地方公共団体による取組の充実、③支援が届かない、

又は届きにくい子供・家庭への支援の 3つの視点が示されました。 

また、京都府では平成 27 年 4 月から令和 2年 3 月までの 5 年間を計画期間とし

た「京都府子どもの貧困対策推進計画」が策定され、子どもは「将来を担う社会の宝」

という理念に立ち、すべての子どもが生まれ育つ環境に左右されることなく、その将

来に夢や希望を持って成長していける社会の実現を目指します、という基本理念や 4

つの当面の重点施策等が示されました。  
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このような状況において宇治市では、平成 27年 3月策定した「宇治市子ども・子

育て支援事業計画」に基づく事業の実施、生活保護や生活困窮世帯に対する個別事業

などさまざまな取り組みを行ってきたところです。しかし、子どもの貧困はそもそも

把握することが難しく、さまざまな支援の手立てがあってもつなげることが困難な面

があります。市において福祉や教育等の分野における関係部署が連携し、子どもの状

況の把握に努め、個別の支援につなげていくとともに、国や府、関係機関等との役割

分担を明確にし、責任をもって子どもの貧困対策に取り組む必要があります。 

そのため、子どもの貧困対策という視点から体系的に施策を取りまとめることによ

り、今後子どもが健やかに、安心して成長できるための施策を推進する観点から「第

2期宇治市子ども・子育て支援事業計画」の策定と併せて、「宇治市子どもの貧困対策

推進計画」を策定することとしました。子どもの貧困対策を総合的に推進することで、

経済的に困難な状況はもとよりさまざまな困難な状況にある子どもたちが、誰ひとり

取り残されることのないよう、また、すべての子どもたち一人ひとりが前向きに成長

できるよう、適切な支援を行い、貧困の負の連鎖を断ち切り、「すべての子どもたちが

生まれ育った環境に左右されず夢と希望を持って成長していけるまち 宇治」を目指

します。  
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２ 子どもの生活を取り巻く現状と課題 

（１）世帯の生活状況について 

①保護者の就労状況 

・全体で、父親は「フルタイム（休業中を含む）」の割合が大半となっており、母親

については、就学前では「フルタイム（休業中を含む）」が最も高く、小学生、中

高生等では「パート・アルバイト（休業中を含む）」が最も高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、父親の就学前児童、小学生、中高生

等のいずれも「フルタイム（休業中を含む）」の割合が全体と比較して低くなって

います。 

・「ひとり親世帯」の母親は、「フルタイム（休業中を含む）」の割合が高い一方で、

「世帯収入０～300万円未満の世帯」の母親については、小学生では「パート・

アルバイト（休業中を含む）」が高くなっています。 

・「ひとり親世帯」の母親は、就学前、小学生、中高生等のいずれも「フルタイム」

もしくは「パート」で勤務をしている割合が 9割を超えています。 

・過去のニーズ調査結果と比較（Ｐ40 参照）すると母親の就労率は、今後も増え

ていき、フルタイムの割合が増えることが想定されます。 
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＜父親の就労状況＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ひとり親世帯については、父親の標本数が少ないため掲載していません 

  

回答者数 =

就学前 642

小学生 629

中高生等 454

合計 1,725

94.1

94.6

90.5

93.3

0.9

0.9

0.9

0.9

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.6

0.6

0.6

0.6

0.2

0.2

0.2

0.2

3.9

3.5

5.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム フルタイム（休業中） パート

パート（休業中） 現在就労していない 就労したことなし

無回答

回答者数 =

就学前 35

小学生 27

中高生等 19

合計 81

85.7

74.1

57.9

75.3

10.5

2.5

2.9

11.1

5.3

6.2

2.9

1.2

2.9

7.4

21.1

8.6

5.7

7.4

5.3

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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＜母親の就労状況＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 669

小学生 673

中高生等 520

合計 1,862

28.0

29.7

31.2

29.5

12.0

0.7

4.6

21.1

46.2

48.5

37.8

3.9

0.7

0.4

1.8

31.5

18.6

14.0

22.0

1.9

2.5

2.9

2.4

1.6

1.5

3.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム フルタイム（休業中） パート

パート（休業中） 現在就労していない 就労したことなし

無回答

回答者数 =

就学前 47

小学生 56

中高生等 50

合計 153

29.8

39.3

42.0

37.3

8.5

2.6

27.7

41.1

38.0

35.9

6.4

2.0

2.6

25.5

17.9

16.0

19.6

1.8

0.7

2.1

2.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 23

小学生 47

中高生等 64

合計 134

56.5

61.7

64.1

61.9

34.8

29.8

26.6

29.1

8.7

6.4

6.3

6.7

2.1

3.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 現在の暮らしに関する認識 

・現在の暮らしに関する認識について、全体で、就学前、小学生、中高生等のいず

れも「普通」の割合が最も高く、次いで「やや苦しい」の割合が高くなっていま

す。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」の現在の暮らしに関する認識については、

就学前が「やや苦しい」の割合が最も高く、小学生、中高生等については「大変

苦しい」の割合が最も高くなっており、全体よりも「大変苦しい」、「やや苦しい」

の割合が高くなっています。 

・「ひとり親世帯」の現在の暮らしに関する認識については、就学前、小学生、中高

生等のいずれも「やや苦しい」の割合が最も高くなっており、全体よりも「大変

苦しい」「やや苦しい」の割合が高くなっています。 

・世帯収入が少ないことは暮らしが苦しいと感じる傾向にあり、生活に余裕がない

ため、子どもにお金を使う機会が少なくなることにつながるおそれがあります。 
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＜暮らし向きに関する認識＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

23.1

32.1

27.5

28.4

42.3

34.0

39.1

37.8

34.6

32.1

29.0

31.1

1.9

1.4

1.4

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

7.0

8.8

9.6

8.4

28.1

25.5

30.1

27.7

51.6

51.3

45.4

49.8

10.6

12.2

10.2

11.1

1.6

1.5

3.3

2.0

1.0

0.6

1.5

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変苦しい やや苦しい 普通 ややゆとりがある

大変ゆとりがある 無回答

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

28.0

43.9

40.4

37.7

40.0

38.6

32.7

37.1

32.0

17.5

23.1

23.9

3.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③ 家計の状況 

・過去 1年間に急な出費などで家計のやりくりができなかった状況について、全体

で就学前、小学生、中高生等のいずれも「まったくなかった」の割合が最も高く

なっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、就学前で「ときどきあった」の割合

が最も高く、小学生、中高生等では「よくあった」の割合が最も高くなっていま

す。 

・「ひとり親世帯」では、就学前、小学生、中高生等のいずれも「ときどきあった」

の割合が高く、小学生は「あまりなかった」と「ときどきあった」の割合が同じ

となっています。 

・「家賃・住宅ローンの滞納」、「電気・ガス・水道料金の滞納」、「電話料金の滞納」

「その他債務の滞納」の 4項目について、就学前、小学生、中高生等のいずれも

「なかった」の割合が最も高くなっています。また、4 項目すべての「あった」

の割合は、「世帯収入０～300 万円未満の世帯」または「ひとり親世帯」の方が

全体より高くなっています。 

・暮らし向きに関する認識と家計のやりくりとの間には一定関連があるものと考え

られます。収支のバランスをとって生活することは、家計の安定につながること

から、特に収入面で不安のある家庭に対し、安定した収入を確保するための就業

支援や家計に対する支援などの対策が求められます。 
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＜家計のやりくりができないこと（過去１年）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

11.5

26.4

23.2

22.3

38.5

32.1

39.1

36.5

30.8

32.1

23.2

27.7

15.4

9.4

13.0

12.2

3.8

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

18.0

38.6

38.5

32.1

38.0

31.6

36.5

35.2

30.0

22.8

17.3

23.3

12.0

7.0

7.7

8.8

2.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

7.5

9.0

8.4

8.3

23.3

21.4

26.1

23.4

31.5

31.6

32.0

31.7

36.4

37.0

32.2

35.5

1.3

1.0

1.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくあった ときどきあった あまりなかった まったくなかった 無回答
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＜家賃・住宅ローンの滞納＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

69.2

77.4

75.4

75.0

7.7

3.8

4.3

4.7

23.1

17.0

18.8

18.9

1.9

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

70.0

82.5

73.1

75.5

8.0

1.8

9.6

6.3

22.0

14.0

17.3

17.6

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

82.8

86.6

83.3

84.3

2.4

1.6

2.7

2.2

13.9

10.8

12.8

12.5

0.9

1.0

1.1

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なかった あった 該当なし 無回答
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＜電気・ガス・水道料金の滞納＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

76.9

75.5

69.6

73.0

11.5

9.4

13.0

11.5

11.5

13.2

14.5

13.5

1.9

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

74.0

73.7

63.5

70.4

10.0

14.0

26.9

17.0

16.0

10.5

7.7

11.3

1.8

1.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

84.5

87.8

84.5

85.7

2.8

3.4

5.9

3.9

11.8

7.8

8.2

9.4

0.9

1.0

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なかった あった 該当なし 無回答
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＜電話料金の滞納＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

80.8

75.5

81.2

79.1

11.5

7.5

5.8

7.4

7.7

15.1

10.1

11.5

1.9

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

74.0

77.2

82.7

78.0

12.0

8.8

11.5

10.7

14.0

12.3

3.8

10.1

1.8

1.9

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

85.4

88.9

87.9

87.4

2.5

2.2

2.9

2.5

11.0

7.8

7.9

9.0

1.0

1.0

1.3

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なかった あった 該当なし 無回答
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＜その他債務の滞納＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

61.5

75.5

69.6

70.3

11.5

9.4

13.0

11.5

26.9

15.1

13.0

16.2

4.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

64.0

70.2

63.5

66.0

14.0

15.8

21.2

17.0

22.0

14.0

13.5

16.4

1.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

77.3

82.3

80.7

80.1

6.1

5.5

6.7

6.0

15.4

11.2

10.9

12.6

1.2

1.0

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なかった あった 該当なし 無回答
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④ 子育てについての気持ち 

・子育てについての気持ちについて、全体では就学前、小学生、中高生等のいずれ

も「楽しい」の割合が最も高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」でも、就学前、小学生、中高生等のいずれ

も「楽しい」の割合が最も高くなっています。一方で「とても楽しい」と「楽し

い」を合計した割合では、小学生、中高生等で、全体と比べ合計割合は低くなっ

ており、逆に「とても不安・負担を感じる」の割合は全体と比べ高くなっていま

す。 

・「ひとり親世帯」では、就学前の「少し不安・負担を感じる」の割合が最も高くな

っており、小学生は「楽しい」と「少し負担を感じる」の割合が最も高くなって

います。「とても楽しい」と「楽しい」を合計した割合では、就学前、小学生、中

高生等のいずれも全体と比べ合計割合は低くなっています。 

・全体では、就学前、小学生、中高生等のいずれにおいても、約3割が子育てに関

して多少なりとも不安や負担を感じており、世代間で切れ目のない子育て支援の

推進が必要です。 

・世帯収入や世帯の状況によっては、不安や負担感につながることが想定され、経

済的な支援とともに不安や負担感を軽減するためのさまざまな支援施策を講じる

必要があります。 
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＜子育てについての気持ち＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

18.4

16.7

18.8

17.9

47.6

44.1

41.6

44.7

23.7

24.3

22.2

23.5

3.0

5.8

6.3

4.9

6.0

8.3

9.4

7.8

1.3

0.9

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

7.7

17.0

13.0

13.5

38.5

30.2

33.3

33.1

42.3

30.2

30.4

32.4

7.7

9.4

11.6

10.1

3.8

11.3

8.7

8.8

1.9

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

26.0

14.0

13.5

17.6

38.0

29.8

36.5

34.6

32.0

24.6

32.7

29.6

2.0

15.8

13.5

10.7

2.0

14.0

3.8

6.9

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても楽しい 楽しい 少し不安・負担を感じる

とても不安・負担を感じる どちらとも言えない 無回答
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⑤ 保護者の幸福感 

・保護者の幸福感について、全体では就学前、小学生で「幸せだと思う」の割合が

最も高く、中高生等では「どちらかといえば幸せだと思う」の割合が最も高くな

っています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、就学前、小学生で「どちらかといえ

ば幸せだと思う」の割合が最も高くなっており、中高生等では「幸せだと思う」

と「どちらでもない」の割合が最も高くなっています。 

・「ひとり親世帯」では、就学前で「幸せだと思う」の割合が最も高く、小学生、中

高生等で「どちらかといえば幸せだと思う」の割合が最も高くなっています。 

・全体で、「どちらかといえば幸せだと思わない」、「幸せだと思わない」の割合は、

就学前、小学生、中高生等でいずれも少ない割合となっています。また、中高生

等、小学生、就学前の順で割合が高くなっています。また、「どちらでもない」の

割合も中高生等、小学生、就学前の順で高くなっています。 

・「幸せだと思う」と「どちらからといえば幸せだと思う」の割合の合計では、全体

と「世帯収入０～300万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」とを比較すると、全体

の合計割合の方が高くなっています。 

・幸福感については、さまざまな要因により感じ方に差がありますが、世帯収入や

世帯の状況によって影響が出る可能性があり、課題解決に向けたさまざまな支援

につなげるよう努める必要があります。 
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＜幸せだと思うか（保護者）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

42.3

34.0

33.3

35.1

23.1

35.8

40.6

35.8

23.1

18.9

18.8

19.6

11.5

1.9

4.3

4.7

7.5

1.4

3.4

1.9

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

36.0

24.6

30.8

30.2

46.0

42.1

28.8

39.0

16.0

17.5

30.8

21.4

2.0

7.0

3.8

4.4

7.0

5.8

4.4

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

53.1

45.6

41.0

47.0

37.3

42.3

42.3

40.5

6.6

8.0

11.3

8.4

1.8

2.4

3.1

2.4

0.7

1.2

1.5

1.1

0.4

0.6

0.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幸せだと思う どちらかといえば幸せだと思う

どちらでもない どちらかといえば幸せだと思わない

幸せだと思わない 無回答
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（２）子どもの状況について 

①学習塾の利用状況 

・学習塾の利用状況について、全体では小学生・中高生等のいずれも「通っている」

の割合が最も高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、小学生・中高生等のいずれも「経済

的にできない」の割合が最も高くなっています。全体と比較すると、「通っている」

の割合がおおむね半分程度となっており、「経済的にできない」の割合がかなり増

えています。 

・「ひとり親世帯」では、小学生、中高生等のいずれも回答内容はほぼ同割合となっ

ており、「経済的にできない」が全体と比較して高くなっています。 

・学習塾については、経済的な理由によって、検討自体ができない状況の家庭があ

ることが懸念されます。特に世帯収入が低い世帯においては、その状況がより顕

著である可能性があり、学校教育の充実を図ることが重要です。 

・小学生、中高生等の学習塾の利用割合が全体で約 5割となっており、学習塾での

子どもの友人関係などを考慮すると、子ども達の放課後の時間を過ごす場所とな

っている側面もあります。 
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＜学習塾の利用状況＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 57

中高生等 52

合計 109

29.8

25.0

27.5

40.4

48.1

44.0

28.1

26.9

27.5

1.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 53

中高生等 69

合計 122

34.0

40.6

37.7

28.3

30.4

29.5

35.8

27.5

31.1

1.9

1.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 678

中高生等 522

合計 1,200

47.5

47.9

47.7

13.0

13.4

13.2

38.1

37.0

37.6

1.5

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通っている 経済的にできない 今は必要ではない 無回答



153 

 

 

②学校での勉強の成績 

・学校での勉強の成績について、全体で小学生、中高生等のいずれも「普通」の割

合が最も高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、小学生、中高生等のいずれも「普通」

の割合が最も高くなっており、次いで「いい方だ」の割合が高くなっています。

中高生等で「とても悪い」の割合が、全体と比較して高くなっています。 

・中高生等の「とてもいい方」、「いい方」、「普通」の割合の合計が、全体で約 8割

であるのに対し、「世帯収入０～300 万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」では、

いずれも約 7割となっています。 

・世帯の収入やひとり親世帯の状況等にかかわらず、成績の良い者がいる一方で、

成績の悪い者の割合に着目すると、収入面や世帯の状況等による学力への影響が

ある可能性が見られます。そのため、学校等における教育内容の充実や学習支援

に取り組む必要があります。 
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＜学校での勉強の成績＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

11.1

9.6

10.2

13.9

23.1

19.3

63.9

34.6

46.6

5.6

19.2

13.6

2.8

11.5

8.0

2.8

1.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

11.1

13.0

12.4

22.2

17.4

19.0

50.0

40.6

43.8

11.1

17.4

15.2

11.6

7.6

5.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもいい方 いい方だ 普通 悪い方だ とても悪い方 無回答

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

12.8

11.9

12.3

32.1

25.1

28.4

46.7

43.7

45.1

5.7

13.1

9.7

1.1

5.3

3.4

1.6

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とてもいい方 いい方だ 普通 悪い方だ とても悪い方 無回答
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③ 家での勉強時間 

・家での勉強時間の状況について、小学生が「1 時間まで」の割合が最も高く、中

高生等は「ほとんどしない」の割合が最も高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では中高生等の家での勉強時間について、

「ほとんどしない」の割合が全体と比較して高くなっています。 

・世帯収入等の状況により、家での勉強時間に影響がある可能性があります。学習

意欲をもって子どもが学べるよう、学校教育や学習支援の充実等に努める必要が

あります。 
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＜家での勉強時間＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

19.4

44.9

36.2

41.7

27.5

32.4

33.3

15.9

21.9

2.8

1.4

1.9

7.2

4.8

1.4

1.0

2.8

1.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

11.1

53.8

36.4

50.0

28.8

37.5

33.3

11.5

20.5

5.6

2.3

3.8

2.3

1.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

16.4

38.0

28.0

49.0

26.9

37.1

25.1

19.7

22.2

4.1

8.6

6.5

2.1

4.1

3.2

1.8

2.1

2.0

1.6

0.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない 1時間まで 1～2時間 2～3時間

3～4時間 4時間以上 無回答
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④ 規則正しい生活のリズム 

・規則正しい生活のリズムについて、全体では、就学前、小学生で「できている」

の割合が最も高く、中高生等では「どちらかといえばできている」の割合が最も

高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、就学前、小学生、中高生等のいずれ

も「どちらかといえばできている」の割合が最も高くなっています。 

・「ひとり親世帯」では、就学前で「できている」の割合が最も高く、小学生、中高

生等で「どちらかといえばできている」の割合が最も高くなっています。 

・年齢が上がっていくにつれ、規則正しい生活のリズムの乱れにつながる恐れがあ

ります。保護者や子どもに対する生活習慣の確立に向けた継続的な取り組みを進

めていく必要があります。 
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＜規則正しい生活のリズム＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

40.0

31.6

32.7

34.6

52.0

50.9

40.4

47.8

6.0

15.8

17.3

13.2

2.0

9.6

3.8

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

57.7

35.8

24.6

34.5

30.8

39.6

47.8

41.9

7.7

22.6

24.6

20.9

3.8

2.9

2.0

1.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

50.7

46.9

36.4

45.3

43.1

43.4

42.9

43.2

4.8

8.0

15.1

8.8

0.9

1.3

5.0

2.2

0.4

0.4

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できている どちらかといえばできている

どちらかといえばできていない できていない

無回答
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⑤ 子どもの食事の状況（朝食の状況） 

・朝食の状況について、小学生、中高生等のいずれも「毎日食べる」の割合が最も

高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」では「ほとんど食べない」

の割合が、全体と比較して高くなっています。 

・朝食を食べることは、１日のはじまりに活動するためのエネルギーを確保し、午

前中の体や脳を動かすエネルギーとなり、子どもの健全な発育や学校生活等にお

いてもやる気、集中力や記憶力を高め、学習能力を上げることなどにつながりま

す。基本的な生活習慣の確立について課題のある家庭に対し支援を行うとともに

食育の推進を図る必要があります。 
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＜朝食の摂取頻度＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

77.8

68.1

71.4

5.6

7.2

6.7

2.8

14.5

10.5

5.6

5.8

5.7

2.8

2.9

2.9

5.6

1.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 食べない 無回答

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

72.2

73.1

72.7

11.1

3.8

6.8

2.8

9.6

6.8

5.6

9.6

8.0

2.8

3.8

3.4

5.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 食べない 無回答

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

88.4

82.8

85.4

6.2

6.0

6.1

2.5

5.1

3.9

0.9

1.9

1.5

0.5

3.1

1.9

1.6

1.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 食べない 無回答

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 食べない 無回答
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⑥ 子どもの食事の状況（3食の状況） 

・朝・昼・晩の 3 食の状況について、小学生、中高生等のいずれも「毎日食べる」

の割合が最も高くなっています。一方で小学生と中高生等を比較すると、中高生

等の「毎日食べる」割合が低くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」は、全体と比較すると「毎

日食べる」の割合が低くなっています。 

・食習慣の乱れにより、健全な発育の妨げとなることが懸念されます。また、小学

生と比べて中高生等が毎日 3食食べる割合が低くなっている原因としては、朝食

を食べなかったり、思春期の無理なダイエットによることも想定され、正しい生

活習慣の確立に向けた取り組みや食育の推進が必要です。 
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＜３食摂取する頻度＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

  

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

89.3

78.0

83.2

6.8

10.9

9.0

2.7

5.8

4.4

0.2

1.2

0.7

0.2

3.1

1.8

0.7

1.0

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 ほとんどない 無回答

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 ほとんどない 無回答

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

75.0

67.3

70.5

13.9

11.5

12.5

8.3

11.5

10.2

2.8

5.8

4.5

3.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 ほとんどない 無回答

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

80.6

66.7

71.4

8.3

11.6

10.5

5.6

14.5

11.4

2.8

1.4

1.9

4.3

2.9

2.8

1.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日 週5・6日 週3・4日 週1・2日 ほとんどない 無回答
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⑦ 歯磨きの状況 

・歯磨きの状況について、小学生、中高生等のいずれも「毎日朝と夜にみがいてい

る」の割合が最も高くなっています。 

・「ひとり親世帯」では、「週数回磨いている」の割合が、全体と比較して高くなっ

ています。 

 

＜歯磨きの頻度＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

58.3

52.2

54.3

25.0

37.7

33.3

8.3

7.2

7.6

5.6

1.4

2.9

2.8

1.4

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日朝夜 １日1回 週数回 月数回 ほとんどみがかない 無回答

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

66.7

61.5

63.6

25.0

32.7

29.5

5.6

1.9

3.4

2.8

1.1

3.8

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日朝夜 １日1回 週数回 月数回 ほとんどみがかない 無回答

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

64.0

68.4

66.4

29.6

25.5

27.4

4.3

3.1

3.7

0.9

1.0

0.9

0.2

0.8

0.5

0.9

1.2

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日朝夜 １日1回 週数回 月数回 ほとんどみがかない 無回答

毎日朝夜 １日1回 週数回 月数回 ほとんどみがかない 無回答
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⑧ 生活の満足度 

・生活の満足度について、全体では小学生で「満足」の割合が最も高く、中高生等

では「まあまあ満足」の割合が最も高くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」では、小学生、中高生等とも「まあまあ満

足」の割合が最も高くなっています。 

・「ひとり親世帯」では、小学生は「満足」「まあまあ満足」の割合が最も高く、中

高生等では「まあまあ満足」の割合が最も高くなっています。 

・中高生等の「少し不満」、「とても不満」の合計割合では、「世帯収入０～300 万

円未満の世帯」、「ひとり親世帯」のいずれも全体と比較すると、割合が高くなっ

ています。 

・世帯の収入や状況によって、子どもの生活の満足度に影響が出る可能性がありま

す。そのため、子どもの健全育成のための取り組みを推進し、さまざまな機会で

の教育を充実するとともに、家庭への支援に努める必要があります。 
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回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

33.3

29.0

30.5

33.3

33.3

33.3

30.6

24.6

26.7

7.2

4.8

5.8

3.8

2.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

＜生活の満足度（子ども）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

36.1

25.0

29.5

38.9

38.5

38.6

19.4

21.2

20.5

5.6

5.8

5.7

7.7

4.5

1.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあまあ満足 普通 少し不満 とても不満 無回答

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

49.7

35.5

42.0

27.3

39.2

33.7

19.1

19.1

19.1

2.7

2.5

2.6

0.2

1.9

1.2

0.9

1.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあまあ満足 普通 少し不満 とても不満 無回答

満足 まあまあ満足 普通 少し不満 とても不満 無回答
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⑨ 子どもの自己肯定感 

・「自己肯定感（自分のことが好き）」の設問では、「世帯収入０～300 万円未満の

世帯」、「ひとり親世帯」について全体と比べて大きな差はみられません。 

・「自分は親に大切にされていると感じる」の設問では、「ひとり親世帯」の小学生、

中高生等ともに「どちらでもない」の割合が全体と比べて高くなっています。 

 

＜自己肯定感（自分のことが好き）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

19.4

11.6

14.3

38.9

31.9

34.3

19.4

43.5

35.2

11.1

7.2

8.6

5.6

5.8

5.7

5.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

16.7

13.5

14.8

33.3

34.6

34.1

27.8

34.6

31.8

13.9

11.5

12.5

5.6

3.8

4.5

2.8

1.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

16.6

12.7

14.5

35.5

33.3

34.3

33.3

38.8

36.2

7.5

9.2

8.4

4.6

4.5

4.5

2.5

1.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる だいたいあてはまる どちらでもない

あまりあてはまらない まったくあてはまらない 無回答
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＜自分は親に大切にされていると感じる＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

69.4

50.7

57.1

13.9

29.0

23.8

13.9

20.3

18.1

2.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

72.2

50.0

59.1

22.2

32.7

28.4

2.8

15.4

10.2

2.8

1.1

1.9

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

68.8

54.6

61.1

23.5

32.0

28.0

4.3

10.3

7.6

1.1

1.0

1.1

0.6

0.3

2.3

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる だいたいあてはまる どちらでもない

あまりあてはまらない まったくあてはまらない 無回答
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⑩ 子どもの所有物 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」は、全体と比較すると「②

子ども部屋」は全世代において、また、「①絵本、図鑑などの本」、「③子ども専用

の勉強机」、「⑤スポーツ用品（サッカーボール等）」、「⑧インターネットにつなが

るパソコン（家族共有を含む）」は小学生、中高生等において、さらに、「⑦ゲー

ム機」は就学前、中高生等において所有割合が低くなるなどの傾向がみられます。 

・子どもの所有物については、経済的な理由により、必要な物の購入をあきらめて

いる場合が想定されます。家庭によって必要とする物が異なる面はあるものの、

子どもの成長や教育において影響が出ないよう考慮する必要があります。 
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＜①絵本、図鑑などの本（学校の教科書やマンガを除く）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

96.2

90.6

78.3

85.8

3.8

1.9

15.9

8.8

1.9

4.3

2.7

5.7

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

98.0

87.7

75.0

86.8

5.3

15.4

6.9

2.0

3.5

9.6

5.0

3.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

95.4

96.5

88.5

93.9

1.3

1.0

3.1

1.7

1.9

1.3

5.7

2.8

1.3

1.2

2.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜②子ども部屋(きょうだいと一緒に使っている場合も含む)＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

44.0

52.6

69.2

55.3

26.0

33.3

25.0

28.3

28.0

14.0

5.8

15.7

2.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

34.6

60.4

78.3

64.2

30.8

28.3

15.9

23.0

30.8

11.3

4.3

11.5

3.8

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

50.1

77.9

89.5

71.2

12.5

8.3

5.9

9.1

35.1

13.0

3.1

18.1

2.2

0.9

1.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜③子ども専用の勉強机＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

19.2

64.2

79.7

63.5

30.8

20.8

8.7

16.9

46.2

15.1

8.7

17.6

3.8

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

20.0

61.4

78.8

54.1

30.0

26.3

9.6

22.0

46.0

12.3

9.6

22.0

4.0

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

18.7

74.6

88.9

58.6

12.7

5.9

3.1

7.5

65.2

18.7

6.1

31.9

3.4

0.7

1.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜④おもちゃ＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

100.0

94.3

78.3

87.8

5.8

2.7

5.7

13.0

8.1

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

98.0

91.2

78.8

89.3

3.5

5.8

3.1

2.0

5.3

13.5

6.9

1.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

97.3

97.3

87.2

94.5

0.3

0.3

1.5

0.6

0.9

1.5

9.2

3.4

1.5

0.9

2.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜⑤スポーツ用品（サッカーボール等）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

76.9

79.2

72.5

75.7

7.7

5.7

10.1

8.1

15.4

15.1

15.9

15.5

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

78.0

71.9

80.8

76.7

6.0

12.3

7.7

8.8

14.0

15.8

11.5

13.8

2.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

71.9

87.6

86.0

81.6

4.3

3.1

2.1

3.3

21.3

8.3

10.3

13.5

2.4

1.0

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜⑥自転車・三輪車＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

65.4

90.6

87.0

84.5

11.5

3.8

10.1

8.1

23.1

5.7

1.4

6.8

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

76.0

93.0

90.4

86.8

12.0

3.5

7.7

7.5

12.0

3.5

1.9

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

74.8

95.0

88.9

86.0

6.0

1.8

2.7

3.5

17.6

2.2

6.5

8.9

1.6

1.0

1.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答



175 

 

 

＜⑦ゲーム機＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

7.7

73.6

79.7

64.9

15.4

7.5

5.8

8.1

69.2

17.0

13.0

24.3

7.7

1.9

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

10.0

73.7

78.8

55.3

14.0

7.0

9.6

10.1

72.0

17.5

11.5

32.7

4.0

1.8

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

18.8

78.2

86.2

59.1

8.4

2.5

1.7

4.4

70.3

17.8

10.5

34.6

2.5

1.5

1.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜⑧インターネットにつながるパソコン（家族共有を含む）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

38.5

58.5

53.6

52.7

19.2

18.9

21.7

20.3

38.5

20.8

23.2

25.0

3.8

1.9

1.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

46.0

49.1

61.5

52.2

18.0

26.3

26.9

23.9

30.0

22.8

11.5

21.4

6.0

1.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

44.2

68.3

79.3

62.7

7.0

5.2

6.7

6.3

46.3

25.1

11.9

29.0

2.5

1.5

2.1

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜⑨携帯電話（スマートフォンを含む）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

7.7

41.5

84.1

55.4

7.7

15.1

5.8

9.5

80.8

43.4

8.7

33.8

3.8

1.4

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

16.0

49.1

78.8

48.4

8.0

17.5

15.4

13.8

72.0

33.3

3.8

35.8

4.0

1.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

11.9

41.7

89.1

44.3

5.5

5.9

2.9

4.9

80.3

50.9

6.5

49.0

2.2

1.5

1.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜⑩タブレット＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

7.7

26.4

40.6

29.7

15.4

20.8

26.1

22.3

73.1

49.1

31.9

45.3

3.8

3.8

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

24.0

28.1

36.5

29.6

12.0

21.1

34.6

22.6

60.0

47.4

26.9

44.7

4.0

3.5

1.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

17.0

33.3

42.3

30.0

7.3

7.2

9.6

7.9

72.8

57.5

44.1

59.3

2.8

1.9

4.0

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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＜⑪文具＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

88.5

100.0

98.6

97.3

3.8

0.7

7.7

1.4

1.4

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

82.0

100.0

100.0

94.3

2.0

0.6

14.0

4.4

2.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

83.4

99.0

98.5

93.3

1.8

0.1

0.7

13.1

0.1

4.8

1.6

0.7

1.5

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている 持っていない（経済的にできない）

持っていない（必要だと思わない） 無回答
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⑪ 経済的な理由でできなかったこと（部活動の用具を買うこと） 

・中高生等の部活動の用具を買うことについて、全体と比較して「世帯収入０～300

万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」はいずれも経済的な理由でできなかったこと

が「あった」の割合が多くなっています。 

・部活動など、子どもの学校での活動が制限されないよう、経済的に困難な状況に

ある世帯やひとり親世帯に対するさまざまな経済的支援を行う必要があります。 

 

＜経済的な理由でできなかったこと（部活動の用具を買うこと）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

222 59.4 27.5 11.6 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

222 61.5 30.8 7.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

222 82.0 7.3 9.4 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なかった あった 該当なし 無回答
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⑫ 子どもに希望する最終学歴 

・子どもに希望する最終学歴について、全体では約 7割が「大学・短期大学」を望

んでおり、就学前、小学生、中高生等と子どもの年齢が高くなるにつれ、「高校」

もしくは「専門学校」を望む割合が増加しています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」、「ひとり親世帯」は全体と比べて、「大学・

短期大学」を望む割合が低くなっており、「高校」を望む割合が高くなっています。 

・世帯の収入や世帯の状況により、子どもの進路の選択肢が限られることが懸念さ

れることから、さまざまな学習環境の充実を図るとともに奨学金制度の周知に努

める必要があります。 
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＜子どもに希望する最終学歴＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学校 高校 大学・短期大学

大学院 専門学校 考えたことがない

わからない 無回答

回答者数 =

就学前 26

小学生 53

中高生等 69

合計 148

15.4

20.8

21.7

20.3

61.5

54.7

60.9

58.8

5.7

2.9

3.4

10.1

4.7

3.8

0.7

11.5

17.0

2.9

9.5

7.7

1.9

1.4

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 50

小学生 57

中高生等 52

合計 159

10.0

19.3

26.9

18.9

68.0

49.1

51.9

56.0

2.0

8.8

1.9

4.4

3.5

13.5

5.7

6.0

3.5

3.1

8.0

12.3

3.8

8.2

6.0

3.5

1.9

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

就学前 670

小学生 678

中高生等 522

合計 1,870

0.2

0.1

6.3

8.8

10.3

8.3

73.3

72.4

69.5

71.9

1.9

3.7

4.6

3.3

1.8

3.8

7.3

4.1

2.8

1.2

0.6

1.6

11.2

8.4

5.0

8.4

2.7

1.6

2.5

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑬ 進学希望（子ども本人） 

・子ども本人の進学希望について、小学生、中高生等のいずれも「大学・短期大学」

の割合が最も高くなっています。 

・保護者が望む子どもの最終学歴と比較をすると、特に「大学・短期大学」の割合

が低くなっています。 

・「世帯収入０～300 万円未満の世帯」と全体とを比較すると、小学生、中高生等

のいずれも「大学・短期大学」の割合が低くなっており、「高校」、「専門学校」の

割合が高くなっています。 

・進学に関して、保護者の希望と子ども本人の希望との差が大きく出ています。子

どもが将来の進路をあきらめることのないよう、学力の向上や学習する意欲を高

めるための教育環境の充実に取り組むとともに、将来の夢と希望を持って成長し

ていけるよう支援を行う必要があります。 
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＜進学希望（子ども本人）＞ 

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学校 高校 大学・短期大学

大学院 専門学校 考えたことがない

わからない 無回答

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

5.6

2.3

16.7

25.0

21.6

25.0

36.5

31.8

5.6

1.9

3.4

13.9

19.2

17.0

16.7

6.8

13.9

13.5

13.6

2.8

3.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

2.8

1.0

11.1

14.5

13.3

38.9

52.2

47.6

5.6

5.8

5.7

16.7

11.6

13.3

13.9

4.8

5.6

14.5

11.4

5.6

1.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

0.7

0.3

11.4

8.6

9.9

36.2

57.7

47.8

5.5

6.2

5.9

10.5

10.3

10.4

18.5

3.9

10.6

14.8

11.1

12.8

2.5

2.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）支援策について 

① 学習支援について 

・学習支援・認知度の設問では、「知らない」の割合が最も高くなっています。 

・学習支援・利用経験の設問では、「利用したことがない」の割合が最も高くなって

おり、「ひとり親世帯」の小学生の「利用したことがある」と回答した割合が全体

と比べて高くなっています。 

・学習支援・利用意向の設問では、「利用したくない」の割合が最も高くなっていま

す。 

・学習支援の認知度はまだまだ高くなく、そのため利用経験や利用意向が低くなっ

ていることが想定されます。 
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＜学習支援・認知度＞  

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

33.3

31.9

32.4

50.0

63.8

59.0

16.7

4.3

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

19.4

44.2

34.1

69.4

50.0

58.0

11.1

5.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

18.5

27.5

23.3

75.2

69.4

72.1

6.4

3.1

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答
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＜学習支援・利用経験＞  

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

8.3

5.8

6.8

63.9

80.8

73.9

27.8

13.5

19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

16.7

4.3

8.6

69.4

87.0

81.0

13.9

8.7

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

5.0

5.3

5.1

82.5

87.5

85.2

12.5

7.2

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない 無回答
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＜学習支援・利用意向＞  

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

19.4

11.6

14.3

61.1

79.7

73.3

19.4

8.7

12.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

19.4

17.3

18.2

58.3

69.2

64.8

22.2

13.5

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

13.2

12.1

12.6

74.9

80.7

78.0

11.8

7.2

9.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 無回答
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② 子ども食堂について 

・子ども食堂・認知度の設問では、「知らない」の割合が最も高くなっています。 

・子ども食堂・利用経験の設問では、「利用したことがない」の割合が最も高くなっ

ており、「ひとり親世帯」の小学生の「利用したことがある」と回答した割合が全

体と比べて高くなっています。 

・子ども食堂・利用意向の設問では、「利用したくない」の割合が最も高くなってお

り、「世帯収入０～300万円未満の世帯」の小学生及び中高生等の「利用したい」

の割合が全体と比べて高くなっています。 

・子ども食堂の認知度はまだまだ高くなく、そのため利用経験や利用意向が低くな

っていることが想定されます。また、一定の利用意向があるものの、利用経験の

あるものはわずかであり、子ども食堂に関する情報の少なさが懸念されます。 
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＜子ども食堂・認知度＞  

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

11.1

31.9

24.8

72.2

63.8

66.7

16.7

4.3

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

25.0

44.2

36.4

63.9

50.0

55.7

11.1

5.8

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

24.4

31.2

28.0

69.5

65.5

67.3

6.2

3.3

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答



191 

 

 

＜子ども食堂・利用経験＞  

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

2.8

1.0

77.8

92.8

87.6

19.4

7.2

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

8.3

3.4

63.9

88.5

78.4

27.8

11.5

18.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

2.3

1.9

2.1

85.0

91.4

88.4

12.8

6.6

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 利用したことがない 無回答
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＜子ども食堂・利用意向＞  

ア．全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ．世帯収入０～300 万円未満の世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．ひとり親世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

小学生 36

中高生等 52

合計 88

27.8

21.2

23.9

50.0

65.4

59.1

22.2

13.5

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 36

中高生等 69

合計 105

27.8

17.4

21.0

55.6

73.9

67.6

16.7

8.7

11.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学生 439

中高生等 513

合計 952

20.7

16.4

18.4

67.7

76.8

72.6

11.6

6.8

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない 無回答
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３ 計画の基本的な考え方 

（１）計画の基本的視点 

●子どもへの視点 

家庭の経済状況や世帯の状況等によっては、子どもの生活や学習環境が十分に整わ

ず、子どもの健やかな成長が妨げられたり、将来の進路が制限されるおそれがありま

す。子どもの生活習慣を確立するとともに子どもの学習意欲が低下することのないよ

う、子どもの生活や成長を権利として保障する観点から、成長段階に応じた切れ目の

ない支援施策を実施する必要があります。また、一人ひとりの子どもが能力や可能性

を最大限伸ばし、それぞれの夢に挑戦できるよう、子どもの将来を見据え、質の高い

教育や子ども一人ひとりに応じた学習の支援を受けることができる環境づくりに取り

組む必要があります。 

 

●保護者への視点 

子どもの健やかな成長のためには、家庭における安定した暮らしが重要です。安定

して自立した生活を確保する観点から、保護者に対する就労支援や、経済的負担の軽

減、相談体制の充実、切れ目のない子育て支援を行うことにより、生活基盤の安定を

図る必要があります。また、ひとり親世帯など特に配慮が必要な家庭に対する支援に

も努め、安定した子育てができるより良い家庭環境づくりに取り組む必要があります。 

 

●地域・関係機関との連携の視点 

支援が必要な家庭と地域・関係機関とを確実につなげていく観点から、相談窓口の

充実、子育て支援等の各種施策の積極的な広報に努めるほか、庁内の連携強化を図る

とともに、宇治市と地域、関係機関によるネットワークづくりを推進し、支援が必要

な家庭への支援体制の構築に取り組みます。 
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（２）基本理念 

第一に子どもに視点を置き、家庭の経済状況にかかわらず、子どもの生活や成長を

権利として保障する観点から、「第２期宇治市子ども・子育て支援事業計画」の理念を

ふまえ、貧困の負の連鎖を断ち切ることを目指して、次のように基本理念を定めます。 

 

 

すべての子どもたちが生まれ育った環境に左右されず 

夢と希望を持って成長していけるまち 宇治 

 

 

（３）基本目標 

基本目標１ 子どもの健やかな成長と将来を見据えた学習・生活支援 

すべての子どもたちが夢と希望を持って成長していける社会の実現を目指し、貧困

が世代を超えて連鎖することのないよう、子どもが健やかに、安心して成長していけ

るための「生きる力」の育成に努めます。 

子ども一人ひとりが意欲を持って学習に取り組み、心豊かに育つことができるよう

教育環境の充実を図り、将来の進路を広げるための確かな学力の育成に努めます。ま

た、心と体の健康が安定した生活が過ごせる環境づくりに取り組みます。 

さらに、青少年の健全育成に向けた啓発を行い、健やかな成長を目指すとともに、

関係機関と連携して社会的養護が必要な子どもへの適切な支援に努めます。 

 

■施策の方向性 

（１）確かな学力と「生きる力」の育成に向けた支援 

（２）生活習慣の確立に向けた支援 

（３）青少年の健全育成のための取組 

（４）社会的養護が必要な子どもへの支援 
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基本目標２ 家庭の生活安定と自立に向けた保護者への子育て・就労・経済的支援 

子どもが健やかに成長するためには、親の妊娠・出産期からの良好な環境が必要と

なります。そのため、安心して子育てができるよう、妊娠期からの切れ目のない支援

を行い、子どもの健やかな成長を支え、家庭生活の安定を図ります。 

特に困難を抱えた家庭については、妊婦面談等を通じて妊娠・出産期から家庭の状

況を把握し、生活や就労等の支援につなげていきます。 

また、生活基盤が不安定な家庭については、経済的負担の軽減を図るとともに、就

労対策など、自立に向けた支援を行い、安定した家庭環境につなげる取り組みを進め

ます。特にひとり親家庭に対して、就労支援や経済的支援の充実を図ります。 

 

■施策の方向性 

（１）安心して子育てができる環境づくりの推進 

（２）生活基盤を支えるための経済的負担軽減や就労対策 

（３）ひとり親家庭への支援 

 

基本目標３ 地域・関係機関との連携によるネットワークづくりの推進 

保護者が困ったときに相談できる環境を充実するとともに、貧困対策に関する情報

発信に積極的に取り組みます。 

また、経済的困窮については把握自体が難しく支援へのつなぎが難しいことから、

地域・関係機関との連携を強化し、支援体制の整備に努めます。 

さらに、国・府等との連携による取り組みや調査研究・情報収集を行い、子どもの

貧困対策のための支援の充実を図ります。 

 

■施策の方向性 

（１）相談窓口や情報発信の充実 

（２）地域・関係機関との連携した支援体制の整備 

（３）国・府と連携した取組の推進  
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４ 宇治市子どもの貧困対策推進計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【基本理念】 

① 就学前教育・保育の充実 

② 学校教育の充実 
③ 学習支援の充実 
④ 体験と交流の学習機会の促進 

（１）確かな学力と「生きる力」の育成 
に向けた支援 

① 保健対策の充実 
② 食育の推進 

（２）生活習慣の確立に向けた支援 

（３）青少年の健全育成のための取組 

（４）社会的養護が必要な子どもへの 

支援 

① 教育環境の整備・充実 
② 地域における支援の充実 

① 児童虐待への対応の充実 

② 児童養護施設等との連携 

（１）安心して子育てができる環境 

づくりの推進 

（２）生活基盤を支えるための経済的 
負担軽減や就労対策 

（３）ひとり親家庭への支援 

① 妊娠期からの切れ目のない支援の推進 
② 支援する人材の資質の向上 

① 生活保護・生活困窮世帯等への就労支援体制の

強化 
② 経済的負担軽減の取組の推進 
③ 生活困難や生活課題の解決に向けた支援 

① ひとり親家庭への相談等の充実 

② ひとり親家庭への就労・経済的支援の充実 

（１）相談窓口や情報発信の充実 

（２）地域・関係機関との連携した支援
体制の整備 

① 相談窓口の充実 

② わかりやすい情報発信の推進 

① 多様な子育て支援事業への支援 
② 地域・関係機関との支援体制の推進 
③ 庁内の推進体制の構築 

（３）国・府等と連携した取組の推進 ① 国・府等における各種施策との連携 
② 調査研究・情報収集の実施 
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５ 施策の展開  

【具体的施策について】 

「第 2 期子ども・子育て支援事業計画」で示す具体的施策を子どもの貧困対策の

視点で施策の方向性を再構成するとともに、新たに子どもの貧困対策推進計画におけ

る単独施策や、子どもの貧困対策の内容を追加した「第 2期子ども・子育て支援事業

計画」における具体的施策を加え、施策を展開していきます。 

＜具体的施策の分類＞ 

（☆）：子どもの貧困対策推進計画にのみ掲載している施策 

（◇）：子ども・子育て支援事業計画に子どもの貧困対策の内容を加えた施策 

なし：子ども・子育て支援事業計画と共通で掲載している施策 

 

基本目標１ 子どもの健やかな成長と将来を見据えた学習・生活支援 

施策の方向性：（１）確かな学力と「生きる力」の育成に向けた支援 

子どもが健やかに・伸びやかに・心豊かに育ち、将来の夢と希望を持って成長して

いけるよう、生まれ育った環境に左右されず、確かな学力と「生きる力」が身に付く

よう支援をします。 

 
 

① 就学前教育・保育の充実 

就学前の子どもが健やかに伸びやかに心豊かに育つよう、家庭・幼稚園・保育所・

認定こども園などの教育・保育の充実を図ります。 

具体的施策 内容 

教育・保育内容の充実 

幼稚園、保育所、認定こども園において、子どもが十分に自己を
発揮し、社会生活上のルールや道徳性を生活のなかで身につけ、
人間形成の基礎を培っていけるよう、幼稚園教育要領、保育所保
育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領等に基づいて、
教育・保育の内容を充実します。また、幼稚園、保育所、認定こ
ども園において人権を大切にする心を育てる教育・保育を推進す
るとともに、障害児や外国につながる幼児等、特別な支援が必要
な子どもへの支援・配慮に取り組みます。 

教員・保育士等の連携
や情報交換 

合同での研修会や交流会を実施するなど、幼稚園、保育所、認定
こども園における教員・保育士等の連携の強化を図るとともに、
情報交換の場の提供に努めます。 

教員・保育士等の資質
向上 

教員・保育士等の資質向上を目指すため、教育・保育に関する研
修等の実施や職場環境の向上に努めます。 

家庭教育の啓発 

子育ての基本は家庭にあるとの認識を保護者がもち、家庭内での
子どもの役割分担やしつけ等がおろそかにならないよう、また、
乳幼児期における適切なスマートフォンの使用など、家庭教育の
啓発に努めます。 
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具体的施策 内容 

家庭での教育力を高め
る支援 

子どもの育ちに合わせた家庭教育のための講座などを開催する
とともに、子どもたちが家庭で話しやすい環境づくりを行えるよ
う、子どもを通じて家庭に働きかけます。 

 

 

② 学校教育の充実 

すべての児童・生徒が学ぶ意欲を高め、将来の夢と希望が持てるよう、学校教育の

充実を図ります。 

具体的施策 内容 

家庭・地域との連携推
進 

家庭、地域と連携して信頼される学校づくりを進めていくため
に、あらゆる機会を通して、学校情報を家庭や地域に積極的に発
信します。 

また、家庭や地域と学校教育の積極的な連携を進めます。 

小中一貫教育の推進 
子どもたち（児童・生徒）の「確かな学力」の充実・向上と豊か
な人間性や社会性をはぐくむ小中一貫教育を推進します。 

新しい教育環境の整備 
子どもや地域の実態を見据え、新たな課題に対応できるよう、教
材や学校図書館をはじめとした教育環境の整備を進めます。 

不登校への支援 
家庭、学校と連携しながら、不登校児童生徒自立支援教室の運営
や支援員によるアウトリーチなどを通して社会的自立に向けた
支援に努めます。 

教員等の連携や情報交
換 

合同での研修会や交流会を実施するなど、教員等の連携の強化を
図るとともに、情報交換の場の提供に努めます。 

教員等の資質向上 
教員等の資質向上を目指すため、教育・保育に関する研修等の実
施や職場環境の向上に努めます。 

 

③ 学習支援の充実 

生活保護・生活困窮世帯等に対する学習支援事業を推進し、学習環境が整わないな

どの問題を抱える子どもへの学習支援を行います。 

具体的施策 内容 

放課後学習の支援（☆） 
学習環境が整わない子どものために放課後に学習支援を行うこ
とで学力の向上に努めます。 

学習環境の充実（☆） 
問題を抱える子どもに対して学習方法のアドバイスや学習環境
を整備するなど環境の充実に努めます。 
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④ 体験と交流の学習機会の促進 

子どもたちが地域の自然や文化にふれながら、心豊かに育つことができるよう、自

然体験学習や環境学習、福祉ボランティア学習などを推進します。 

具体的施策 内容 

自然体験学習の推進 
重要文化的景観である宇治川周辺等、市内の豊かな自然に親しみ
学ぶことによって、人間と自然との関わりについての理解を深め
られる自然体験学習の機会を充実します。 

福祉ボランティア学習
の推進 

高齢者や障害者介護などの体験を通じて、福祉への理解を深める
福祉ボランティア活動等の体験学習の機会を充実します。 

職場体験学習の推進 
子どもたちが商店、会社等の仕事を体験することによって、社会
の仕組み等の理解が深まるよう、企業等と連携を図りながら、職
場体験学習の機会を充実します。 

学びや遊びについての
情報提供 

子どもが積極的に参加しやすい活動の情報収集を行うとともに、
子どもの積極的な活動を支援するため、子どもが参加する学びや
遊びについての情報を提供します。 

 

施策の方向性：（２）生活習慣の確立に向けた支援 

貧困が世代を超えて連鎖することがないよう、健診・訪問などを通して生活習慣の

確立を目指すとともにさらなる食育の推進を図ります。 

 

① 保健対策の充実 

健康診断や家庭訪問、相談事業を通じ、育児（環境）について保護者が理解できる

よう、個別性に応じたアプローチを行うことで生活習慣の確立を図ります。 

具体的施策 内容 

母子健康手帳、父子手
帳の交付・活用 

妊婦との最初の出会いである母子健康手帳交付の機会を有効に
活用し、父母ともに子育てをするという意識の醸成と、保健施策
の内容・活用の方法の啓発とともに、安心して出産や子育てを迎
えられるよう、保健師による妊婦全員の面談、支援プランの作成、
ネウボラセットの配付を継続して実施します。 

個別訪問等による支援 
ハイリスク妊婦・産婦・新生児等への訪問指導事業を充実させ、
きめ細かい指導・助言をめざします。また、家事などの支援につ
いても充実を図ります。 

ハイリスク妊婦等への
支援の充実 

妊婦が悩みや不安を相談できるよう、電話や窓口、面接等相談体
制の充実に努めるとともに、安心して出産を迎えることができる
よう支援を行います。 

ハイリスク妊婦への医
療機関との連携による
対応 

何らかの問題の兆候をみせたり、すでに問題が生じているハイリ
スク妊婦への対応とフォローのため、医療機関との連携を強化し
ます。 
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具体的施策 内容 

乳幼児健診の充実 
子どもの発達段階に応じた乳幼児健診・幼児視覚健診及び歯科健
診について、今後も受診を促すとともに、一層の充実を図ります。 

健診後のフォローの充
実 

保健所、医療機関、療育機関等との連携や発達相談、フォロー教
室、個別訪問、個別相談等によって健診後のフォローをきめ細か
に進めます。 

個別相談の充実 
保健師、栄養士、発達相談員、看護師、歯科衛生士などが専門的
立場で発育・発達・子育て等についての適切なアドバイスを行う
個別相談及び定期的面談の充実を図ります。 

産後の母親等への支援 
産後に家族等の援助が受けられず支援を必要とする母子に対し、
心身のケアや育児サポートを行います。 

 

② 食育の推進 

妊婦や乳幼児、学童期・思春期における子どもの発達・成長段階に応じた食育の推

進を通じて生活習慣の改善・向上を図ります。 

具体的施策 内容 

妊婦への食育の推進 
妊婦の健康と胎児の健やかな発育を図るため、パパママ教室や個
別相談などを通じて、栄養のバランスの大切さなどを指導する食
育を推進します。 

乳幼児への食育の推進 

乳幼児の健康の増進を図るため、健康教室や幼稚園、保育所、認
定こども園、地域子育て支援拠点などを通じて、保護者や子ども
自身へ、栄養のバランスを考え規則正しく食べることの大切さに
ついての意識を高める食育を推進します。 

学童期・思春期の食育
の推進 

子どもの豊かな人間性をはぐくみながら、健康の増進を図るた
め、栄養のバランスを考え規則正しく食べることの大切さについ
ての意識を高める教育とともに、調理などの生活体験や農業体験
などを通じた食に関する多様な学習機会を提供します。 
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施策の方向性：（３）青少年の健全育成のための取組 

子どもや青少年が健全に育つため、教育環境の整備・充実、有害環境対策などを行

うとともに、地域ぐるみで子どもを育てる意識を高めることにより、青少年の健全育

成に取り組みます。 

 

① 教育環境の整備・充実 

子どもや青少年の健全育成に対する啓発を行うとともに、青少年にとって有害とな

る情報から子どもを守るための対応を図ります。 

具体的施策 内容 

家庭や地域への啓発 
青少年のいる家庭や地域に対して、社会的背景、青少年の意識や
行動などを的確に捉えて見守ることができるよう、啓発します。 

社会における教育 
青少年の人間性や社会性をはぐくむため、異世代間交流や、地域
の行事など、さまざまな機会において、教育を行います。 

有害環境対策の推進 
青少年にとって有害な、性や暴力等に関する過激な情報について
は関係機関、地域と連携・協力して、関係業界に自主的措置を働
きかけます。 

インターネット、SNS
等の閲覧防止対策の啓
発 

インターネット、SNS 等への有害環境対策として、フィルター機
能などの防止策の啓発に努めます。 

 

② 地域における支援の充実 

地域における子育てを応援することができるよう、身近な地域での声かけを行うこ

とを働きかけるとともに、地域ぐるみで子どもを育てる意識を高めます。 

具体的施策 内容 

身近な地域での声かけ
の促進 

地域ぐるみで子どもを育てる意識を高めるとともに、地域防犯を
進めるため、隣近所等において、日頃から挨拶などの声かけ運動
を行うよう町内会・自治会や各家庭に働きかけます。 

また、地域活動や行事への参加等による地域交流を促進します。 

子育て家庭支援につい
ての講習 

関係機関同士の連携を深めるための講習会やセミナー等を開催
し、地域ぐるみで子どもを育てる意識の向上や、地域で子どもを
育てる力の向上を図ります。 
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施策の方向性：（４）社会的養護が必要な子どもへの支援 

児童虐待への対応の充実や児童養護施設等との連携を進めることで社会的養護が必

要な子どもへの支援を行います。 

 

① 児童虐待への対応の充実 

子どもを虐待から守り、子どもが安心して生活できるよう、地域や関係機関等とと

もに体制の強化を図ります。 

具体的施策 内容 

虐待防止のための相談
等 

虐待防止のために、福祉・保健・教育等で幅広く誰もが相談でき
る体制を充実します。 

虐待防止のためのネッ
トワークの強化 

虐待の予防や早期発見、情報交換のための関係機関との連携を目
的とした「宇治市要保護児童対策地域協議会」の活動を充実しま
す。 

里親制度の普及 
保護を要する子どもについて、里親制度への市民の理解を深める
ため、京都府や児童相談所と連携し、同制度の周知を図ります。 

子ども家庭総合支援拠
点の設置 

国において、令和4年度までに設置することを目標にしている「子
ども家庭総合支援拠点」の設置を目指します。 

 

② 児童養護施設等との連携 

児童養護施設等との連携の強化や、市民や関係機関等への周知・啓発を図り、社会

的養護が必要な子どもへの支援を行います。 

具体的施策 内容 

児童相談所等との連携
強化 

専門的な知識や技術が必要とされる重篤な事例などに対応する
ため、児童相談所をはじめとした関係機関との連携を強化しま
す。 

早期発見のための市民
や地域団体への啓発 

虐待の未然防止、早期発見のために市民や医療機関、団体、地域
等に対して、児童相談所全国共通ダイヤル「189」による情報提
供等を呼びかける啓発を行います。 

関係機関への対応方法
の周知 

児童虐待対応方法についての研修会やマニュアルの作成、配布な
どを通じて、対応方法の周知を図ります。 
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基本目標２ 家庭の生活安定と自立に向けた保護者への子育て・ 
就労・経済的支援 

施策の方向性：（１）安心して子育てができる環境づくりの推進 

妊娠・出産から子育てまで切れ目のない支援をすることで安心して子育てができる

環境づくりを推進します。 

 

① 妊娠期からの切れ目のない支援の推進 

子育て世代包括支援センターや妊娠・産後支援を充実させることで、妊娠期から切

れ目のない支援を推進します。 

具体的施策 内容 

子育て世代包括支援セ
ンターの強化・充実
（◇） 

妊娠・出産から子育てまで切れ目のない支援を行う「子育て世代
包括支援センター」について子どもの貧困対策という観点からも
支援できるよう強化・充実を進めます。 

困難を抱えた家庭の早
期把握（☆） 

妊娠・出産期から相談に乗ることによって困難を抱えた家庭の状
況を早期に把握し、支援することに努めます。 

妊娠・産後の支援の充
実（☆） 

妊娠中から産後までを継続してサポートできる支援を充実しま
す。 

 

② 支援する人材の資質の向上 

子育てを支援する職員の養成や資質向上により、家庭の生活安定と自立に向けた支

援を行います。 

具体的施策 内容 

子育て支援職員の養成
や配置 

職員に子育て支援に関する広範な研修を実施し、子育て支援に関
する施策について基本的な知識の習得や、市民サービスの向上等
を図ります。また、保育所等就学前児童の預け先等に関する保護
者のニーズに応じた適切な保育サービスへの結び付けを行いま
す。 

職員の資質向上（☆） 
子どもの貧困に関する現状・問題・課題を認識し、対応できるよ
う職員の資質向上に努めます。 
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施策の方向性：（２）生活基盤を支えるための経済的負担軽減や就労対策 

生活保護・生活困窮者世帯、ひとり親に対する経済的負担の軽減や就労対策を行う

ことで、生活基盤を支え、自立に向けた支援を行います。 

 

① 生活保護・生活困窮世帯等への就労支援体制の強化 

生活保護・生活困窮世帯等に対して、就労相談や技能取得などの支援を行います。 

具体的施策 内容 

就業・再就職に向けた
支援 

就業、再就職や起業を希望する人に対して、セミナーの開催や情
報提供等を行います。 

技能取得などへの支援 
就業あるいは再就職をするために技能取得を考えている人に対
して、取得に向けた情報提供等を行います。 

商工会議所、ハローワ
ーク等との連携 

商工会議所やハローワーク等との連携を図りながら、雇用者に対
して、少子・高齢社会、子育て家庭の現状等の啓発に努めます。
また、ハローワーク等に託児所を設けるなど、保護者が就業活動
を行いやすい環境整備についても要望を行います。 

 

② 経済的負担軽減の取組の推進 

各種施策の実施により、経済的に困難な状況にある家庭への支援を行います。 

具体的施策 内容 

子育て家庭に対する手
当の充実への取り組み
（◇） 

子育て家庭に対する各種手当制度の充実に向けて検討するとと
もに、国や京都府へ子どもの貧困対策の観点もふまえて要望を行
います。 

子育て家庭の医療費負
担の軽減 

子育て支援医療費支給について、今後も継続実施し、対象者の健
康保持と経済的軽減を図るとともに安心して医療が受けられる
制度運営に努めます。また、子育て世帯が等しく制度を享受でき
るように、子どもの医療費無料化制度の創設を国に対して要望し
ます。 

施設利用料の軽減 
子ども連れの公共施設利用者や民間施設利用者について、利用料
の軽減等を検討します。 

各種制度活用に向けた
情報提供 

各種制度の活用に向けて、対象者への情報提供を行います。 

保育料負担の軽減 
各家庭の収入状況などに応じ、引き続き保育料負担の軽減に向け
た取り組みを進めます。 

教育費負担の軽減 
各家庭の収入状況などに応じ、就学援助などによる教育費負担の
軽減に向けた取り組みを進めます。 
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③ 生活困難や生活課題の解決に向けた支援 

生活保護・生活困窮者世帯等が抱えるさまざまな課題を早期に発見し、解決に向け

た支援を行います。 

具体的施策 内容 

生活課題の早期発見・
対応（☆） 

生活保護・生活困窮者世帯等が抱える課題を早期に発見し対応し
ます。 

家計に対する支援（☆） 
家計収支の均衡がとれていないなど、家計に課題を抱える生活困
窮者及び生活保護受給者に対し、支援を行います。 

問題事象の早期発見・
対応 

家庭・地域・関係機関等と連携を図り、いじめや深刻な悩み等、
子どもがひとりで抱え込む問題をいち早く発見し、迅速に対応し
ていきます。 

 

施策の方向性：（３）ひとり親家庭への支援 

ひとり親家庭に対して、相談体制の充実、就労・経済的支援などさまざまな支援を

行います。 

 

① ひとり親家庭への相談等の充実 

ひとり親家庭からの、生活、就労、教育等さまざまな問題に対して必要な情報提供

や相談・支援を充実します。 

具体的施策 内容 

相談窓口の充実 
経済的困難を抱える家庭のさまざまな課題について、総合的に相
談できる窓口を設置するとともに、より相談しやすい窓口のあり
方についても検討を進めます。 

問題事象の早期発見・
対応 

家庭・地域・関係機関等と連携を図り、いじめや深刻な悩み等、
子どもがひとりで抱え込む問題をいち早く発見し、迅速に対応し
ていきます。 

ひとり親家庭の自立に
向けた相談等の充実 

ひとり親家庭が抱える就労や生活に関する悩みについての相談
体制を充実するとともに、相談しやすい環境づくりに努め、自立
支援の充実を図ります。 

職員や教員の相談対応
力の向上 

子どもの相談を受ける職員や教員が、より適切に対応できるよ
う、日頃からの研修や臨床心理士等専門的人材との連携によって
資質や専門性の向上に努めます。 

ひとり親家庭向けの制
度等の周知・啓発 

国や京都府、本市におけるひとり親家庭向けの各種制度等につい
て、確実な周知・啓発に努めます。 
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② ひとり親への就労・経済的支援の充実 

ひとり親家庭に対して、ハローワーク等と連携し、就労支援を行うとともに、さま

ざまな経済的支援の充実を図ります。 

具体的施策 内容 

就業・再就職に向けた
支援 

就業、再就職や起業を希望する人に対して、セミナーの開催や情
報提供等を行います。 

技能取得などへの支援 
就業あるいは再就職をするために技能取得を考えている人に対
して、取得に向けた情報提供等を行います。 

商工会議所、ハローワ
ーク等との連携 

商工会議所やハローワーク等との連携を図りながら、雇用者に対
して、少子・高齢社会、子育て家庭の現状等の啓発に努めます。
また、ハローワーク等に託児所を設けるなど、保護者が就業活動
を行いやすい環境整備についても要望を行います。 

ひとり親家庭の医療費
負担の軽減 

ひとり親家庭を対象とした医療費支給事業については、今後も継
続実施することで、安心して医療が受けられる制度運営に努めま
す。 

ひとり親家庭の自立に
向けた経済的支援 

ひとり親家庭が自立できるよう、児童扶養手当の支給や、生活資
金の貸付、就職に有利な資格の取得を支援する給付金の支給を実
施します。 
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基本目標３ 地域・関係機関との連携によるネットワークづくりの推進 

施策の方向性：（１）相談窓口や情報発信の充実 

地域・関係機関を含めた相談窓口の充実を図るとともに、不安や悩みを抱えること

のないよう情報発信の充実を図ります。 

 

① 相談窓口の充実 

さまざまな問題を抱える子どもやその保護者等が、社会から孤立せず、地域の中で

安心して暮らせるよう、それぞれの課題を早期に把握し、必要な支援を適切につなげ

ていく相談窓口の充実を図ります。 

具体的施策 内容 

相談窓口の充実 
経済的困難を抱える家庭のさまざまな課題について、総合的に相
談できる窓口を設置するとともに、より相談しやすい窓口のあり
方についても検討を進めます。 

問題事象の早期発見・
対応 

家庭・地域・関係機関等と連携を図り、いじめや深刻な悩み等、
子どもがひとりで抱え込む問題をいち早く発見し、迅速に対応し
ていきます。 

ひとり親家庭の自立に
向けた相談等の充実 

ひとり親家庭が抱える就労や生活に関する悩みについての相談
体制を充実するとともに、相談しやすい環境づくりに努め、自立
支援の充実を図ります。 

職員や教員の相談対応
力の向上 

子どもの相談を受ける職員や教員が、より適切に対応できるよ
う、日頃からの研修や臨床心理士等専門的人材との連携によって
資質や専門性の向上に努めます。 

多様な方法による相談
事業の実施（◇） 

メールを活用するとともに、多様な方法により、貧困や子育て、
ひきこもり等の様々な悩みに関する相談を充実します。また、民
間事業所などが実施している相談事業に対しても、市民に周知啓
発していきます。 

 

② わかりやすい情報発信の推進 

子育ての孤立化や育児不安の軽減を図るため、さまざまな媒体を活用したわかりや

すい情報発信の推進に努めます。 

具体的施策 内容 

子育て支援サービスの
情報提供 

市内及び京都府において利用できるさまざまな子育て支援サー
ビスに関する情報を、窓口や広報誌、パンフレット、インターネ
ット、SNS 等によって総合的に提供します。また、乳幼児健診や
健康教室、子育て学習機会、学校からの連絡などの機会に、子育
て支援サービスに関する情報を提供するよう努めます。 

情報メディア活用のた
めの学習機会の提供 

子どもをもつ親が多様な情報メディアを活用した情報収集など
を適切に行えるとともに、親子の情報モラルが向上するよう、学
習機会の提供に努めます。 

民間事業所や市民活動
などの情報収集と広報
への支援 

民間事業所や子育てサークル、民生児童委員協議会などが実施し
ている事業や活動などの情報を、積極的に広報していくよう努め
ます。 
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施策の方向性：（２）地域・関係機関との連携した支援体制の整備 

地域・関係機関が主体的に支援に参画できる環境の整備を図ります。 

 

① 多様な子育て支援事業への支援  

地域・関係機関が主体的に取り組む多様な子育て支援事業の充実に向けた支援を行

います。 

具体的施策 内容 

多様な子育て支援事業
の充実（☆） 

地域やＮＰＯ等が新たに貧困対策にかかる取り組みがしやすい
ように、多様な子育て支援事業の充実を図ります。 

 

② 地域・関係機関との支援体制の推進 

地域・関係機関と子どもの貧困問題を共有するとともに、地域全体で気になる子ど

もや家庭を見守るネットワークづくりを進め、多様な支援を提供できる体制づくりを

進めます。 

具体的施策 内容 

関係機関職員等の研修
の充実と意識向上 

子どもの人権を守るために、子どもに関わるさまざまな関係機関
の職員に対する研修機会等を充実し、子どもの人権を考えた支援
ができるよう、子どもの人権に関する意識の向上に努めます。 

民間事業所や市民活動
などの情報収集と広報
への支援 

民間事業所や子育てサークル、民生児童委員協議会などが実施し
ている事業や活動などの情報を、積極的に広報していくよう努め
ます。 

各種団体への研修など
の支援 

地域における町内会・自治会活動や子ども会、育友会・PTA、青
少年健全育成協議会などの各種団体の活動支援に努めます。 

市民活動のネットワー
ク化と組織の設立 

子育てに関するさまざまな市民活動のネットワーク化を図り、各
活動の情報交換等、活動の充実に向けた取り組みを進めます。 

子育て支援総合コーデ
ィネーターの配置 

子育てに関係する機関の連絡調整等を行う子育て支援総合コー
ディネーターを配置し、より総合的な子育て支援に対応します。 

定期的な会議、情報交
換などによる連携 

地域の医療機関と市との連携を強化するため、会議や研修会を積
極的に設けます。 

ＳＳＷ（スクールソー
シャルワーカー）等に
よる支援 

ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）等と連携し、学校が地域
に開かれたプラットホームとなるよう地域・関係機関との多様な
連携強化に努め、子どもへの支援を充実します。 
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③ 庁内の推進体制の構築 

庁内における推進体制を構築することで、計画がより具体的に進められるよう取り

組みます。 

具体的施策 内容 

計画推進庁内会議の充
実（◇） 

子ども・子育て支援事業計画で設置している「計画推進庁内会議」
を充実させることで子どもの貧困対策推進計画に基づく取り組
みや施策を推進するとともに、庁内の連携強化を図ります。 

 

施策の方向性：（３）国・府等と連携した取組の推進 

本市と国・府等とが連携した取り組みを推進することで、貧困対策をより具体的に

推進し、各種施策を充実できるようにします。 

 

① 国・府等における各種施策との連携 

国・府等が定める各種施策と整合・連携を図ることにより、子どもの貧困対策の充

実を図ります。 

具体的施策 内容 

国・府等の各種施策と
の総合的・一体的な推
進（☆） 

国・府等の各種施策・制度との連携を強化し、貧困対策に関する
施策を進めます。 

国・府等の各種計画と
の整合・連携（☆） 

本計画で定めた計画が実現できるよう、国・府等が定める各種計
画を把握し、整合・連携を図ります。 

 

② 調査研究・情報収集の実施 

子どもや保護者の生活状況についての調査研究や、各種情報を収集し、現状等を適

切に把握することで今後の計画・施策に反映するとともに、各種事業の充実に努めま

す。 

具体的施策 内容 

ニーズ調査の実施（☆） 
ニーズ調査の実施し、その結果を計画策定に反映させるととも
に、適宜計画の見直しを図ります。 

情報収集の実施（☆） 各種情報を収集することで、適切な事業実施を行います。 

 

 

  


